
  

22 

 

第４章 構想の実現に向けて 

 

構想の実現に向けて、以下の４つの考え方を基本に市政、行政運営を進めます。 

 

（１）市民との協働によるまちづくりの推進 

 

市民の意見やニーズを的確に市政に反映するためには、市民と行政が対等な立場で

役割や責任などを分担し、連携、協力して共通する取組や事業を推進することが必要

です。そのため、市民参加の機会を充実し、市民が主体的にまちづくりに参画するこ

とができるような、協働の仕組みづくりを推進します。 

 

 

（２）心のバリアフリーによる支え合いのまちづくりの推進 

 

市民が互いに認め合い、支え合う「心のバリアフリー」が浸透した野田市の実現に

向けて、市民に対する意識啓発を推進するとともに、高齢者や障がい者、子育て世帯

等、特に地域社会とのつながりや支援が必要な市民を見守り支援していくことができ

る支え合いのまちづくりを進めます。 

 

 

（３）地域特性を活かしたまちづくりの推進 

 

野田市は、まちの中心的な役割を持つ地域、広大な農地や自然環境を有する地域、

歴史的遺産等の文化的な潤いのある地域等、様々な特性を持つ地域が集まって形成さ

れています。また、それぞれの地域には、様々な世代や価値観を持つ市民が暮らして

います。 

このような地域特性を活かし、より市民の視点に立った施策や事業に取り組みます。 

 

 

（４）持続可能な行財政運営 

 

地方分権が進む中、社会状況の変化や多様化し続けるニーズに的確に対応し、将来

にわたって安定的に満足度の高い行政サービスを提供していくため、事務事業や組織

等の見直し等により、様々な角度から行財政運営の効率化を進めます。歳入の根幹を

なす市税等について常に効果的な徴収対策を講じていくとともに、受益者負担のルー

ル化等、負担の適正化を図ります。 

また、ファシリティマネジメント※1の考え方に基づき、公有財産の有効活用などに

努めるとともに、長期的な財政展望を踏まえ、限りある財源を真に必要な事業に充て、

計画的な行財政運営を行います。 

加えて、組織の活性化や人材の育成を図り、持続可能な行財政運営を進めます。  

                                                   
※1ファシリティマネジメント…所有する土地、建物、設備などを対象として、経営的視点から総合的に企画、管理、
活用し、施設経費の最小化や効果的な維持管理運営を行う考え方や活動のこと。 


